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活動報告（１） 

会議の名称 第７４回春日部市在宅サービス多職種連絡協議会 

開催日時 令和４年４月１３日（水）１９：３０～２０：００ 

開催場所 春日部市保健センター（ふれあいキューブ６階） 

出席者・所属 

（敬称略） 

春宅会会長                  竹田 広樹 

春宅会副会長                 遠藤 賢 

春宅会副会長                 南本 浩之 

春日部市医師会                中村 靖史 

春日部市医師会                渡邊 真司 

春日部市立医療センター病院事業管理者     三宅 洋 

認知症初期集中支援チーム代表         大野 智之 

春日部市歯科医師会              村田 睦剛 

春日部市歯科医師会              高野 梨沙 

春日部市薬剤師会               今井 良仁 

春日部市接骨師会               原田 禎久 

春日部市鍼灸マッサージ師会          野川 昌弘 

看護部会代表                 藤倉 みち子 

春進センター代表               田中 裕人 

地域包括支援センター代表           伊藤 衛 

居宅介護支援専門員代表            志村 暁彦 

訪問看護部会代表               千葉 妙子 

介護保険施設系サービス代表          下田 実 

春日部市健康保険部長             折原 章哲 

春日部市健康保険部次長            佐藤 篤実 

春日部市健康保険部健康課長          土谷 幸雄 

春日部市健康保険部介護保険課長        小岩井 稔之 

会議議題 ・ 委員自己紹介、春宅会運営規程について 

・ 第１５回春日部市医療介護職連携研修・交流会（春コン）について 

・ 令和４年度在宅療養支援ベッドの運用体制について 

・ 春日部市在宅緩和ケア推進構築部会について 

・ 令和４年度ＡＣＰ普及啓発講師人材バンク登録制度について 

・ 春こい・らいん２０２１年度下半期報告 
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活動報告（２） 

活動内容・決定事項 

≪委員自己紹介、春宅会運営規程について≫ 

・ 新委員より自己紹介。 

・ 委員は、前医師会代表 山﨑先生、前健康保険部 佐藤和正次長が退任され、新たに健康保険部 佐

藤篤実次長、健康課 土谷課長が就任。 

・ 春宅会運営規程の春宅会の組織を一部修正し、委員名を修正。 

 

≪第１５回春日部市医療介護職連携研修・交流会（春コン）について≫ 

・ 第１５回春コンは令和４年５月１１日（水）ふれあいキューブ多目的ホールＡ・Ｂ・Ｃにて開催

予定。 

・ 新型コロナウイルス感染症対策を考慮した結果、最大１５０名の収容が可能。１列１５名となっ

ている為、１列を減らすだけでも空きスペースの確保が可能。 

・ 講演内容は、竹田会長と相談した結果、講演内容は幅広く医療と介護の連携について題材にディ

スカッションに決議。 

・ 新型コロナウイルス感染状況に応じて、開催判断をＧＷ前に決断する必要がある。 

・ 現時点ではウェブ開催ではなく会場開催として準備を進めていく。直前の開催判断は、竹田会長・

南本副会長・中村先生の３名で行う。 

・ 会場開催に向けて参加者募集を行い、会場開催が中止になる可能性があることを案内文にも記載

するなど対応を行う。 

 

≪令和４年度在宅療養支援ベッドの運用体制について≫ 

・ 春日部厚生病院の方針は必ず入院させることは難しい。コロナ禍が続く限りはベッドの利用状況

がひっ迫しており、そのような状況であることをご理解頂きたい。今までは往診医の判断で入院

可能としていたが、今後は往診医の判断と病院との双方の相談で入院可能としたい。昼間の対応

であれば何とか受け入れることも可能だが、夜間帯になると受け入れができない可能性が高い。 

・ 庄和中央病院は例年通りで運用継続したい。 

・ 当事業の趣旨は、急変時に利用することではなくレスパイトや栄養状態が良くない時に入院手段

として利用する目的だった。休日や夜間帯である必要がないため、昼間の対応でお願いできれば

問題ないと思っている。 
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活動報告（２） 

活動内容・決定事項 

≪春日部市在宅緩和ケア推進構築部会（春緩部）について≫ 

・ 前回の春宅会にて春緩部の組織委員を春宅会委員で構成したいという意見に修正。 

・ 春日部市立医療センターと南部厚生病院の医師、看護師を１名ずつ追加。 

・ 春日部市立医療センターと南部厚生病院には春進センターから連絡を行い、委員の選出を行う。 

・ 春緩部は、年２回開催予定。 

・ 埼玉県からの委託事業であり補助金が出ている、今後の活動に有効活用予定。 

 

≪令和４年度ＡＣＰ普及啓発講師人材バンク登録制度について≫ 

・ 令和３年度は竹田会長、遠藤副会長、中村先生に登録して頂き、講演会を行った。 

・ 来年度も引き続き、竹田会長、遠藤副会長、中村先生により行うことが決まった。 

 

≪春こい・らいん２０２１年度下半期報告≫ 

・ 春こい・らいんは、春進センターに医療介護連携等の問い合わせがあった件数。 

・ 最近は訪問診療より医療施設の相談が増加傾向にある。 

 


